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学級懇談会（紙面開催） 

 

 今日の通信は保護者の方への通信です！書いていて、君たちとも一緒に振り返

りたいと思ったので、こういった形で出させていただきます！ 

 

初めて子どもたちと出会ったのは、２年前の入学式準備。それから２年が過ぎ、いよいよ別

れの時を迎えようとしています。とてもあっという間の２年間でした。 

 ５年生の最後、新型コロナウイルスの影響で、突然休校になり、６年生の最初も引き続き休

校。小学校生活最後の一年がどうなるのか、子どもも保護者の方も不安だったと思います。私

自身も大きな不安がありました。 

 

学級では、土器づくり、東大寺大仏、木村屋のあんぱん、さとうきび、ペンキ塗りなど「コ

ロナ禍でもできる」活動をいろいろ行ってきました。「あ～小学校の時にあんなことしたな

ぁ」と、一つでも子どもたちの心に残っていれば幸いに思います。 

  

 心配していた修学旅行は、宿泊はできませんでしたが、日帰りの二日間日程で行くことがで

きました。京都では、自分たちで考えた計画をもとに、班別にタクシー分散で行動。奈良で

は、バスが 1時間遅れるという大ハプニングがありました。「それもまた思い出！」とプラス

に捉える子どもたちはとてもすてきでした。明治村や青塚古墳への校外学習も予定通り行くこ

とができました（ＳＬは動きませんでしたが・・・）。 

 

 運動会では、ダンスリーダーを中心に、６年生が一致団結して頑張っていました。本番で

は、赤白どちらもすばらしい演技だったと思います。また、全員リレーでは、赤白練習の成果

を存分に発揮し、まさかまさかの大接戦。引き分けにしたい気持ちを抑え、赤い旗をあげまし

た。子どもたちの一生懸命な姿に思わず涙しそうでした（涙していた子はいました）。また、

準備、片付け、召集の声かけ、委員会活動など、運営面でも一生懸命に頑張る姿が見られまし

た。平日、午前中実施になりましたが、子どもたちのおかげで、ほぼ例年通りの種目を行うこ

とができ、例年以上のすばらしい運動会になった？と勝手に思っています。 

 

 ふれあい班活動でも、企画、運営、４年生の企画のお手伝い等、頑張って取り組んでいまし

ジュウトラマン目指せみんなのヒーロー！ 



た。特に、なわとび集会に向けての練習では、練習方法を工夫したり、アドバイスを私に求め

てきたりして、低学年の子たちをなんとか跳ばせようと試行錯誤をしていました。本番では、

どの班も３分間で１００回を超えることができ、有終の美を飾ることができました。 

 

 勉強では、原先生と協力して行った算数の少人数指導。原先生と相談しながら授業方法を工

夫して、子どもたちが分かるような授業を目指して、教材研究をしました。また、「人に自分

の考えを伝える」というテーマを一年通して取り組んできました。４月に比べ、子どもたちは

自分の考えを自分の言葉を使って伝えられるようになってきました。そして、私ではなく、友

達に聞くようになりました。また、教えるときもすべてをていねいに教えるのではなく、少し

ずつヒントを与えるなど、わからない子と一緒になって考えるようになりました。小学生なの

でまだまだこれからですが、少しずつそういう力が伸びていくとよいと思います。 

 社会では、初めてこんなにもプリントを作りました。ただ単なる暗記ではなく、出来事の理

由や当時の人々の考えに触れ、自分の考えに生かせるような授業をしてきました。どうしても

暗記しないといけないこともありますが、「新しいことを知るのは楽しい」という意識をもっ

てこれからも頑張ってほしいと思います。 

 国語では、「文章を書く」ということが多く、少しずつ書く力がついてきたと思います。自

分が子どものころの作文を読みましたが、このクラスの子どもたちの方がはるかにすばらしい

文章を書いています。今後も頑張ってほしいです。 

 理科では、昨年までと違い、担任が行うということでプレッシャーがありました。たくさん

の実験をして、実験から多くのことを学ぶことができるように授業を行いました。中学では暗

記しないといけないことも多く出てきますが、楽しんで理科の勉強をしてほしいと思います。 

 どの授業でも一生懸命に取り組む子どもたちの姿がありました。ただ、こちらの指導力不足

で、ご家庭でフォローしていただいたり、ご心配をおかけしたりしたことも多々あったかと思

います。申し訳ありませんでした。ご協力ありがとうございました。 

  

 残り１５日。今まで６年間、当たり前のように過ごしてきたこの学校に通うことはもうなく

なります。子どもたちの中にはさみしい気持ちもあるかもしれません。でも新しい学校、新し

いクラス、新しい友だち、新しい先生と中学校へ行けばたくさんの出会いがあります。出会い

あれば別れあり。別れあれば出会いあり。これからの中学校生活を楽しみにして、旅立ってい

ってほしい。無駄な出会いはありません。いい出会い、悪い出会い、どんな出会いにも意味が

あります。子どもたちには、これからの出会いすべてを大切にしてほしいと思っています。 

 中学校でのますますの活躍を、心から期待し、願っています。 

 

最後になりましたが、６年間、十四山東部小学校の教育活動にご理解、ご支援、ご協力をい

ただきまして、誠にありがとうございました。また、PTA 役員としてご尽力いただきましたこ

とにも厚く御礼申し上げます。本当に、ありがとうございました！ 


